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(57)【要約】
　個人の心臓の健康状態を前記個人に伝えるためのシス
テムは、個人の健康状態に関連するデータを入力するの
に使用可能な入力装置と、関連するデータを用いて心臓
の健康状態を評価するための複数の事実および規則によ
って占められた知識ベースを含むエキスパートシステム
と、個人の現在の心臓の健康状態およびしきい値を越え
る心臓の健康状態の変化の一方または両方を伝えるのに
使用可能な出力装置とを含む。関連するデータの少なく
とも一部は経歴データであり、関連するデータの少なく
とも一部は測定データである。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　個人の心臓の健康状態を前記個人に伝えるためのシステムであって、
　前記個人の健康状態に関連するデータを入力するのに使用可能な入力装置を備え、
　前記関連するデータの少なくとも一部は経歴データであり、前記関連するデータの少な
くとも一部は測定データであり、さらに、
　前記関連するデータを用いて心臓の健康状態を評価するための複数の事実および規則に
よって占められた知識ベースを含むエキスパートシステムと、
　前記個人の現在の心臓の健康状態およびしきい値を越える心臓の健康状態の変化の一方
または両方を伝えるのに使用可能な出力装置とを備える、システム。
【請求項２】
　前記システムは、前記個人の心臓の健康状態を伝え、前記出力装置は、前記個人の現在
の心臓の健康状態およびしきい値を越える心臓の健康状態の変化の一方または両方を伝え
るのに使用可能である、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記システムは、前記個人の虚血性心疾患状態を伝え、前記出力装置は、前記個人の現
在の心臓の健康状態およびしきい値を越える虚血性心疾患状態の変化の一方または両方を
伝えるのに使用可能である、請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　バイタルサインデータを得るための３、５または１２リードチャネルの形態の１つの心
電図（ＥＫＧ）データ取得装置をさらに備える、請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　前記経歴データは、年齢、人種、性別、身長、体重、病歴、心疾患危険因子、運動習慣
、および食習慣のうち１つ以上を含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項６】
　前記測定データは、血圧測定、コレステロール測定、血液検査結果、胸部Ｘ線結果、心
電図（ＥＫＧ）結果、および心エコー図結果のうち１つ以上を含む、請求項１に記載のシ
ステム。
【請求項７】
　前記出力装置は、表示装置およびスピーカーの一方または両方である、請求項１に記載
のシステム。
【請求項８】
　心臓の健康状態は、前記表示装置によって表されるインフォグラフィックによって伝え
られる、請求項６に記載のシステム。
【請求項９】
　前記出力装置は、特定の心疾患の蓋然的なリスクについての示唆を伝えるのにさらに使
用可能である、請求項１に記載のシステム。
【請求項１０】
　個人の心臓の健康状態を前記個人に伝える方法であって、
　前記個人の心臓の健康状態に関連するデータを用いることを含み、
　前記関連するデータの少なくとも一部は経歴データであり、前記関連するデータの少な
くとも一部は測定データであり、さらに、
　前記関連するデータを用いて心臓の健康状態を評価するための複数の事実および規則に
よって占められた知識ベースを含むエキスパートシステムを用いて、前記個人の心臓の健
康状態を判定することを含み、
　前記心臓の健康状態は、前記個人の現在の健康状態およびしきい値を越える心臓の健康
状態の変化の一方または両方を含み、さらに、
　判定された心臓の健康状態を前記個人に伝えることを含む、方法。
【請求項１１】
　非一時的なコンピュータ読取可能な記憶媒体であって、その上に格納された命令を含み
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、前記命令は、１つ以上のコンピュータによって読出され実行されると、
　前記個人の心臓の健康状態に関連するデータを用いることを含む工程であって、
　前記関連するデータの少なくとも一部は経歴データであり、前記関連するデータの少な
くとも一部は測定データであり、さらに、
　前記関連するデータを用いて心臓の健康状態を評価するための複数の事実および規則に
よって占められた知識ベースを含むエキスパートシステムを用いて、前記個人の心臓の健
康状態を判定することを含む工程であって、
　前記心臓の健康状態は、前記個人の現在の健康状態およびしきい値を越える心臓の健康
状態の変化の一方または両方を含み、さらに、
　判定された心臓の健康状態を前記個人に伝えることを含む工程を前記１つ以上のコンピ
ュータに行なわせる、非一時的なコンピュータ読取可能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連する出願の相互参照
　本願は、２０１４年７月２日に提出された米国仮特許出願第６１／８４２，３０７号の
利益を主張し、その内容を引用によって本願明細書に援用する。
【０００２】
　発明の分野
　本発明の実施形態は、個人の心臓の健康状態を評価し、診断し、かつ／またはモニタリ
ングするための装置および方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　背景
　２０１１年の全米保健医療統計センターの報告書によれば、心疾患は、あらゆる主だっ
た民族の男性および女性の米国における主な死因であり続けている。２００８年にはほぼ
６１６，０００人の死因であり、同じ年の米国内での死者の４分の１の原因であった。冠
動脈疾患（ＣＡＤ）は最も一般的な種類の心疾患であり、２００８年にはこの特定の病因
により４０５，３０９人が米国において死亡した。毎年、およそ７８５，０００人の米国
人が初めて心臓発作を起こし、別の４７０，０００人はさらなる心筋梗塞（ＭＩ）を患う
ことになる。２０１０年には、医療サービスの費用、投薬、生産性損失を含めて１０８９
億米ドルがＣＡＤだけで要すると見積もられた。心疾患は、癌、慢性下気道症、事故、お
よび糖尿病という４つの主な死因を合せたよりも多くの生命を毎年奪っている。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　胸痛、動悸および失神発作を含む徴候を経験した個人、ならびに心疾患の家系の個人、
ならびに高齢の個人は、全般的な心臓の健康状態を評価し、かつ心疾患または心疾患の可
能性を診断するために臨床医にかかることが典型的に推奨される。臨床医は典型的に個人
に対して健康診断を行ない、いずれかの検査を行なう前に個人的な病歴および家族の病歴
について尋ねる。臨床医は、個人の生活様式および習慣についても尋ね、心臓の健康状態
に関連した周知のまたは疑われる危険因子に向けた他の質問を尋ねることもある。心疾患
を診断するために必要とされる検査は、個人が心疾患を有すると臨床医が疑う状態に応じ
て異なる可能性があり、血液検査、胸部Ｘ線、心電図（ＥＣＧ）、および心エコー図を含
むことができるが、これらに限定されない。より高度な検査または診断法は、心臓カテー
テル、心臓生検、心臓コンピュータトモグラフィ（ＣＴ）スキャン、および心臓磁気共鳴
映像診断法（ＭＲＩ）スキャンを含むことができるが、これらに限定されない。
【０００５】
　予備検査および高度な検査は、時間がかかり、高価であり、個人に対して侵襲性がある
可能性があり、結果的に、臨床医が検査の結果に基づいて検討し診断を下し、健康診断お
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よび質問から収集されたデータと共に個人の全体的な心臓の健康状態の評価を行うための
さらなる時間が典型的に必要となる。評価を個人に伝えることおよび経時的に評価の変化
を伝えることは、同年齢集団に対する、一般集団に対する、かつ／または個人自身の病歴
に対する個人の心臓の健康状態についての理解がなければ個人は評価についてある抽象的
概念を感じ得る点で困難であり得る。個人は、したがって、時間短縮、費用効果的、かつ
非侵襲性の方法を用いて、心臓の健康状態を供給者に伝え、経時的に心臓の健康状態をモ
ニタリングするための向上した技術に関して利益を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】一実施形態に係るシステムプロセスの簡略化ブロック図である。
【図２】一実施形態に係る、リアルタイムに収集された心電図（ＥＣＧ）信号の同期デー
タ表示中の装置の一実施形態を例示する図である。
【図３】本発明に係る心臓の健康状態をモニタリングするための装置の一実施形態を例示
する図である。
【図４Ａ】一実施形態に係る論理解析プロセスの簡略化フローチャートである。
【図４Ｂ】一実施形態に係る、臨床医が心臓の健康状態の評価を行い患者に伝えるのを助
けるための方法の一実施形態のフローチャートである。
【図５】一実施形態に係る、ハードコピーの印刷のためにプリンタにＥＣＧ信号を送信す
ることを臨床医が選択することができるＥＣＧデータ結果標示中の装置の一実施形態を例
示する図である。
【図６Ａ】一実施形態に従って本発明に係る一般的な心臓の健康状態を評価するための装
置の一実施形態を例示する図である。
【図６Ｂ】一実施形態に従って１つ以上の危険因子における変化がある場合の一般的な心
臓の健康状態を評価する図６Ａの装置を例示する図である。
【図７Ａ】一実施形態に従って心臓の健康状態を伝えるための本発明に係る装置および方
法の実施形態で使用可能な様々な表現を例示する図である。
【図７Ｂ】一実施形態に従って心臓の健康状態を伝えるための本発明に係る装置および方
法の実施形態で使用可能な様々な表現を例示する図である。
【図７Ｃ】一実施形態に従って心臓の健康状態を伝えるための本発明に係る装置および方
法の実施形態で使用可能な様々な表現を例示する図である。
【図８】一実施形態に係る心筋梗塞（ＭＩ）表示の臨床医の選択の詳細を例示する図であ
る。
【図９Ａ】一実施形態に係る心臓の健康状態を伝えるための装置および方法の実施形態で
使用可能な様々な表示を例示する図である。
【図９Ｂ】一実施形態に係る心臓の健康状態を伝えるための装置および方法の実施形態で
使用可能な様々な表示を例示する図である。
【図９Ｃ】一実施形態に係る心臓の健康状態を伝えるための装置および方法の実施形態で
使用可能な様々な表示を例示する図である。
【図９Ｄ】一実施形態に係る心臓の健康状態を伝えるための装置および方法の実施形態で
使用可能な様々な表示を例示する図である。
【図９Ｅ】一実施形態に係る心臓の健康状態を伝えるための装置および方法の実施形態で
使用可能な様々な表示を例示する図である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　詳細な説明
　以下の説明は、本発明のさまざまな実施形態を実施するために現在考えられる最良の形
態についてのものである。説明は限定的な意味に取られるべきではなく、単に本発明の一
般原則について説明する目的でなされる。発明の範囲は請求項を参照して確認されるべき
である。以下の発明の説明では、全体にわたって同じ部分または要素を指すのに同じ数字
または参照符号が用いられる。また、参照符号の１桁目は、参照符号が最初に現われる図
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面を特定する。
【０００８】
　以下に説明されるように、図に例示されるハードウェア、ソフトウェア、ファームウェ
ア、および／またはエンティティの多くの異なる実施形態において本発明が実現され得る
ことが当業者には明らかとなるであろう。本願明細書において説明されるいずれかの実際
のソフトウェア、ファームウェア、および／またはハードウェアは、本発明を限定するも
のではない。したがって本発明の動作および挙動は、本願明細書において示されるレベル
の詳細があれば実施形態の変更および変形は可能であるという理解と共に説明されること
になる。
【０００９】
　一方または両方の腕、背中、首、あご、または胃における上部体不快感、胸部不快感、
吐き気、嘔吐、めまい、または失神に伴うまたはその前の息切れ、および冷や汗をかくこ
とを含むがこれらに限定されない心臓発作（心筋梗塞）の症状を感じる個人は、即座の医
療を求め、診断および治療のために救急科に収容されることを必要とすることになる。
【００１０】
　胸痛トリアージ状況に応じた救急科への移動の際、救急隊員および臨床医は、高い知識
ベースの医療情報を保有しているが、臨床医はヒューマンエラーを起こし、目前の病状が
心筋梗塞であるという兆候または医療情報を認識し得ないこともある。そのような医学的
症状の判断エラーまたは誤解は、治療までの時間を長引かせることがあるか、または場合
によっては患者の死を招くことがある。
【００１１】
　救急隊員および臨床医は、したがって、患者の医学的状態にどのように応答するかにつ
いての意思決定プロセス中に多くの複雑かつ多様な制約に影響される。臨床医は、困難な
状態下で情報を得た上での医学的決定を下すよう試み、胸痛トリアージ状況に応じて迅速
かつ正確な医学的決定を臨床医が提供するのを支援するための非侵襲性の装置および方法
を提供することが利点となるであろう。医療技術者、臨床医および個人は、到着次第個人
を治療するために即時の処置を取ることができる救急科への移動中の心筋梗塞を排除する
ための正確な支援から利益を得ることができる。時間、費用を節約し、最も重要なことに
は生命を救う。
【００１２】
　救急科では、臨床医は、心臓の健康状態に関連した疑われる危険因子に関連した質問を
し、心筋梗塞を診断するために必要とされる検査を行ない得る。これらの検査は、患者を
診断するための心臓マーカー血液検査、全血球数算定検査、胸部Ｘ線、心エコー図、およ
び心電図（ＥＣＧ）を含むことができるが、これらに限定されない。血清中の特定の心臓
マーカーのＥＣＧ波形および隆起の調査は、心筋梗塞をＳＴＥＭＩ（ＳＴ部分上昇型心筋
梗塞）またはＮＳＴＥＭＩ（非ＳＴ部分上昇型心筋梗塞）と判断する。
【００１３】
　ＮＳＴＥＭＩとＳＴＥＭＩとの間には臨床症状に相違がないため、臨床症状および兆候
の類似性によってＳＴＥＭＩおよびＮＳＴＥＭＩの両方のケースにおいて診断の複雑化が
生じる。両方のケースにおいて、患者は通常、胸痛、悪心嘔吐、発汗、および呼吸困難な
どの同様の種類の症状を呈する。長引けば著しい死のリスクがあるため、病院での個人の
治療方針を判定する際の臨床医による即時の診断が最も重要である。効果的、効率的な治
療の伝達は、ＭＩの適時の特定および治療に依存する。個人は、したがって、時間節約ツ
ールを用いてＳＴＥＭＩとＮＳＴＥＭＩとを特定し、迅速に、安全に、かつ費用効果的に
治療することができるように緊急の医療を必要とする患者を特定する臨床医に結果を提供
し伝える際の向上した技術について利益を得ることができる。
【００１４】
　危険な状態にある、かつ／または心疾患の患者を治療するための現在の臨床慣行は、患
者によってまたは患者に代わって記入される開示フォームの使用を含むことができる。上
記のように、ある周知のまたは疑われる心疾患危険因子についての情報を収集するように
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開示フォームを設計することができる。患者が感じているかもしれないいずれかの症状の
説明と共に集められた情報は、患者の状態の予備評価を得るために典型的に用いられる。
この予備評価は、患者に対して行なわれるべき診断検査を選択する際に臨床医を誘導する
ことができる。質問およびフォームから収集されたデータならびに診断検査は次いで臨床
医によって用いられ、患者の心臓の健康状態の評価を行う。
【００１５】
　本発明に係る装置および方法のいくつかの実施形態を用いて、心臓の健康状態の評価を
行い患者に伝える際に臨床医を支援することができる。本発明に係る装置および方法のい
くつかの実施形態を用いて、胸痛トリアージ状況中に迅速に評価を行い、モニタリングし
、ある期間にわたりかつ周期性の度合いを変動させて心臓の健康状態を評価することがで
きる。
【００１６】
　図１は、一実施形態に係る、心臓の健康状態の評価を行い患者に伝える際に臨床医を支
援するためのシステムを用いたシステムセットアップおよび方法を例示する。患者のプロ
フィールは、１）第三者ＥＣＧデータ取得装置によって、または２）マニュアルキーイン
入力方式（ステップ１００）によってハンドヘルドコンピュータ装置上で直接的に、作成
することができる。ハンドヘルドコンピュータ装置の例は、ラップトップ、ハンドヘルド
コンピュータ、タブレット、スマートフォン、または情報の入力および格納を可能にする
いずれかの他の装置を含み得るが、これらに限定されない。次いでＥＣＧ信号を患者から
収集することができる（ステップ１０２）。信号データおよび患者のバイタルプロフィー
ルを受取り（ステップ１０３）、好適なデータ転送プロトコルおよび媒体（たとえばユニ
バーサルシリアルバス（ＵＳＢ）またはＲＳ２３２シリアルポート）を介してハンドヘル
ドコンピュータによって転送し同期することができ（ステップ１０４）、次いでハンドヘ
ルドコンピュータ装置のモニタ上に信号を表示することができる。臨床医は、たとえばＩ
／Ｏポートを介して、またはＢＬＵＥＴＯＯＴＨ（登録商標）または他のワイヤレス方式
によって無線で、印刷のためにＥＣＧ信号を送信し（ステップ１０５）、プリンタと通信
することができる。受信されたＥＣＧデータおよび患者のバイタル情報は、次いで論理解
析システムに送信することができる（ステップ１０６）。解析後、ハンドヘルドコンピュ
ータ上で示唆結果が生成される。結果表示のために、臨床医は、臨床医によってあらかじ
め選択された特定の心疾患に焦点を当てて、概略的な心臓の健康状態示唆結果（ステップ
１１０）または個別の臨床医表示（ステップ１１１および１１２）を示すデフォルト表示
モード（ステップ１０９）のために「はい」または「いいえ」を選択することができる（
ステップ１０７）。例は、冠動脈疾患（ＣＡＤ）、乏血、心筋梗塞（ＭＩ）等を含み得る
が、それらに限定されない。次いで臨床医は、ハードドライブによってハンドヘルドコン
ピュータ装置上にローカルに（ステップ１１４）検査結果を保存する（ステップ１１３）
、ＢＬＵＥＴＯＯＴＨ（登録商標）または他のワイヤレス方式によって無線でモバイルデ
バイスに転送する（ステップ１１５および１１６）、またはその両方の選択肢を有するこ
とになる。モバイルデバイスは携帯電話を含み得る。データの格納が成功した後、システ
ムプロセスが終了する。
【００１７】
　図２は、一実施形態に係る、データ取得中にリアルタイムに波形が表示されるハンドヘ
ルドコンピュータ装置にＵＳＢまたはＲＳ２３２ポートを介して接続するための３、５、
および１２チャネルリードを含む第三者ＥＣＧ取得装置の例を例示する。
【００１８】
　図３は、一実施形態に係る、患者情報およびＥＣＧ信号の両方が表示されるハンドヘル
ドコンピュータ装置３００上の同期データ表示ページの例を例示する。
【００１９】
　図４Ａは、一実施形態に係る、取得したＥＣＧ信号を患者データと共に確認および解析
し、信号ライブラリデータベースと比較する論理解析システムを用いる方法のための簡略
化フローチャートである。アルゴリズムに由来した統計アナライザを用いると、データ表
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示結果は、単純なインフォグラフィックレポートによって表示される心疾患の種類の確率
または尤度である。当該方法は、データ取得（ステップ４０２）、データ確認（ステップ
４０４）、データ解析（ステップ４０６）、およびデータ表示（ステップ４０８）を含む
。
【００２０】
　図４Ｂは、一実施形態に係る、心臓の健康状態の評価を行い患者に伝える際に臨床医を
支援するための方法の一実施形態のフローチャートである。当該方法は、個人の心臓の健
康状態に関連するデータを使用すること（ステップ４０１）と、関連するデータを用いて
心臓の健康状態を評価するための複数の事実および規則によって占められた知識ベースを
含むエキスパートシステムを用いて個人の心臓の健康状態を判定すること（ステップ４０
３）とを含む。関連するデータの少なくとも一部は経歴データであり得、関連するデータ
の少なくとも一部は測定データであり得る。心臓の健康状態は、個人の現在の健康状態の
評価、およびしきい値を越える心臓の健康状態の変化の一方または両方を含むことができ
る。次いで、判定された心臓の健康状態を個人に伝えることができる（ステップ４０５）
。
【００２１】
　図５は、一実施形態に係る測定データを表示するための装置５００の実施形態を例示す
る。図示されるように、装置は、ＵＳＢまたはＲＳ２３２シリアルポートコネクタを介し
て、たとえば第三者データ取得装置から取得された３、５、または１２リードチャネルＥ
ＣＧ信号を表示することができる。
【００２２】
　図６Ａを参照して、一実施形態に係る装置６００が示される。装置は、収集されたデー
タの一部またはすべてから生成された心臓の健康状態の高水準な表現を表示することがで
きるメーターである。当該表現は事前評価であり得、当該表現を生成するために用いられ
るデータは、たとえば開示フォームデータ、徴候データ、および患者から逸話的に集めら
れた他のリスク関連データのみを含む。代替的に、当該表現は心臓の健康状態の評価であ
り得、当該表現を生成するために用いられるデータは、診断検査から集められた事前評価
のデータおよび診断データを含む。入力装置（図示せず）を用いて、当該表現を生成する
装置によって用いられるデータを入力することができる。入力装置は、メーターと接続可
能なキーボード、装置の表示画面６０２上に配置されたタッチスクリーンオーバーレイ、
別個のコンピュータまたはコンピューティング装置、データを格納する外部メモリソース
（すなわちフラッシュメモリカード）等であり得る。
【００２３】
　装置によって表示される表現が事前評価である場合、臨床医は当該事前評価を用いて、
たとえば、ある診断検査または治療を行ないたい理由を説明し、治療有効性を確認するこ
とができる。事前評価を用いて、診断検査から得られた診断データと共に心臓の健康状態
について説明することもできる。装置によって表示される表現が評価である場合、臨床医
は、評価を用いて、過去および／または現在の心臓の健康状態の高水準の最良近似を患者
に示すことができる。
【００２４】
　図６Ａおよび図６Ｂに示されるように、メーターは、正常、ボーダーライン、および異
常という心臓の健康状態の３つの「ゾーン」を形成する１０個の区間でマークされた単色
／グレイスケール勾配を表示する。矢印は、患者の心臓の健康状態が勾配のどこに当たる
かを特定する。勾配によって表わされる区間およびゾーンの数は例示的なものにすぎず、
臨床医が患者に心臓の健康状態を伝える際に最良と感じる表現に応じて、より多くまたは
少なくすることができる。
【００２５】
　図７Ａを参照して、実施形態に係る装置７００が示される。装置上に表示された表現は
、様々な心疾患を含むように臨床医によってあらかじめ選択されたグラフィカルツールを
用いて伝えることができ、冠動脈疾患（ＣＡＤ）、心虚血、心筋梗塞（ＭＩ）、および／
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または他の心疾患を含むことができる。「Ｌｏｗ」から「Ｈｉｇｈ」の水平インジケータ
スケールを有する単色／グレイスケール勾配スケールは、個人の蓋然的な心疾患リスクを
表わす。特定の心疾患についてのインジケータスケールが高いほど、その分類について個
人が保持する蓋然性が高くなる。勾配によって表わされる疾病の数は例示的なものにすぎ
ず、臨床医が環境に好適であると最も良く感じる表現に応じて、より多くまたは少なくす
ることができる。たとえば、一次診療医院において、心臓の健康状態および蓋然的な疾病
リスクを患者に伝えることを改善するにあたり、疾病分類ＣＡＤおよび心虚血が推奨され
るであろう。
【００２６】
　図７Ｂを参照して、なおさらに、表現は、様々な心疾患を含むように臨床医によってあ
らかじめ選択されたグラフィカルツールを用いて伝えることができ、冠動脈疾患（ＣＡＤ
）、心虚血、心筋梗塞（ＭＩ）、および／または他の心疾患を含むことができる。特定の
心疾患分類について、低、中間、高、および危険という心疾患リスクの４つの「ゾーン」
を形成する１０個の区間によってマークされた単色／グレイスケール勾配。矢印は、患者
の蓋然的な心疾患リスクが勾配のどこに当たるかを特定する。勾配によって表わされる区
間およびゾーンの数は例示的なものにすぎず、臨床医が環境に好適であると最も良く感じ
る表現に応じて、より多くまたは少なくすることができる。
【００２７】
　図７Ｃを参照して、なおさらに、様々な心疾患を含むように臨床医によってあらかじめ
選択されたグラフィカルツールを用いて表現を伝えることができ、冠動脈疾患（ＣＡＤ）
、心虚血、心筋梗塞（ＭＩ）および／または他の心疾患を含むことができる。「Ｌｏｗ」
から「Ｈｉｇｈ」の垂直インジケータスケールを有する単色／グレイスケール勾配スケー
ルは、個人の蓋然的な心疾患リスクを表わす。特定の心疾患についてのインジケータスケ
ールが高いほど、その分類について個人が保持する蓋然性が高くなる。
【００２８】
　図８を参照して、一実施形態に係る装置８００が示される。臨床医による心疾患心筋梗
塞（ＭＩ）の装置上の表現は、歩行運搬用車両、病院の救急科、および様々な他の胸部ト
リアージ治療施設において用いることができる。ＭＩの選択は、入力されたＥＣＧ信号お
よび患者のバイタルデータに基づいて論理解析システムによって決定されるＳＴＥＭＩお
よびＮＳＴＥＭＩにさらに細分化される。矢印は、患者が有するＭＩの種類を特定する。
ＭＩがＳＴＥＭＩまたはＮＳＴＥＭＩであるとの明確な特定により、臨床医がＭＩ状況に
迅速かつ非侵襲的に応答し、即時の処置を取って個人を治療するために不可欠なツールが
もたらされる。
【００２９】
　図９Ａ～図９Ｅを参照して、なおさらに、装置に表示される表現は、勾配を含む必要は
なく、何らかの他のグラフィカルツールを用いて伝えることができる。たとえば、表現は
、交通信号、温度計、スピードメータ、漫画的な大げさな反応をする人物を表すアイコン
、顔文字、ビデオゲームで用いられる「ライフバー」と同様の心臓バー、およびアニメー
ション等といったスキュアモーフィックまたはメタフォリックデバイスであり得る。
【００３０】
　図９Ａを参照して、３Ｄ表面グラフを含む表現が示される。心臓形状のグラフを用いて
３Ｄ表現によって表示される心臓の健康状態リスク。心臓に追加された層ごとに、患者の
リスクレベル結果が高くなる。スケールは１～１０の数値を用い、各層は異なる色で表わ
され、緑から赤へと漸進的に増える。「１」は健康的な／正常状態（底部層）を表わし、
危険／異常状態を表わす最上層「１０」まで増える。
【００３１】
　図９Ｂを参照して、擬人化されたアイコンを含む表現が示される。患者の状態に対応す
る認識可能な「気分」がアイコンに割り当てられる。当該表現は、正常（満面の笑顔）、
ボーダーライン（あっさりした笑顔）、および異常（しかめつら）を示す単純な三階層表
現であり得る。当該表現は、悲しい（危険／異常状態を表わす「１０」）から星（体調良



(9) JP 2016-526450 A 2016.9.5

10

20

30

40

好を表わす「１」）の範囲の気分で示されるような広範囲のアイコン表情を代替的に有す
ることができる。
【００３２】
　図９Ｃを参照して、明滅光アニメーションを含む表現が示される。心臓の健康状態リス
クは、緑、黄、および赤色光を用いて表示される。表示された結果が赤い場合、異常状態
が示されている。赤色光は、明滅して、患者の心臓の健康状態が危険／異常状態にあるこ
とを示す。一連の緑、黄、および赤色（点滅）光は、停止色フォームに限定されない。光
アニメーションは任意の形状または形態を呈し、一連の色に続き、点滅／明滅アニメーシ
ョンとしての最終色をもたらす。
【００３３】
　図９Ｄを参照して、エレベータアニメーションを含む表現が示される。アニメーション
は、最下位レベル＝１から最上位レベル＝１０でスタートするレベル１～１０の上方線形
推移を含む。アニメーションは、エレベータのドアを閉じることでスタートし、上向き矢
印が次第に点灯し、患者の心臓の健康状態の検査結果を数値として表示する「レベル」で
停止する。緑から赤への色変化は、対応する数字が表示されるのに続く。示される推移は
、正常→異常な心臓の健康状態である。
【００３４】
　図９Ｅを参照して、心臓形状のサイズ推移を含む表現が示される。心臓の健康状態のリ
スクは、大から小へ、または小から大へのサイズ推移に従う心臓の画像を用いて表示され
る。スケールは１～１０の数値であり、「１」は健康的な／正常な状態を表わし、「１０
」は危険／異常状態を表わす。
【００３５】
　当業者は、本願明細書に提示される教示に基づきそれに照らして、事前評価または心臓
の健康状態の評価を伝える抽出した総括である表現を提供するために用いることができる
無数の異なるグラフィカルツールを認識するであろう。本願明細書において説明される実
施形態は、いずれかの特定のイコノグラフィまたはグラフィカルツールに限定されること
は意図されていない。いくつかの実施形態では、臨床医またはメーターのユーザは、伝え
られている情報をよりよく理解するために異なる表示どうしを切り替えることができる。
【００３６】
　ハンドヘルドコンピュータ装置上の無線トランシーバを用いて、ホームまたは信号が送
信および／または受信され得るいずれかの場所から個人の健康状態をモニタリングするた
めのサービスと通信することもできる。グラフィカルディスプレイによって、または音響
信号によって、心臓の健康状態の低下を個人に伝えることもできる。これは、たとえば看
護施設において有用であり得る。装置は、無線トランシーバを用いて、または使用者の携
帯電話（または他のインターフェイスデバイス）上のアプリケーションによって、モニタ
リングのために使用者の臨床医にデータを定期的に送り返すこともできる。
【００３７】
　好ましい実施形態の先の説明は、いずれかの当業者が本発明の実施形態を行なうか、ま
たは用いることを可能にするように提供される。本発明をその好ましい実施形態に関して
特に示し説明したが、本発明の精神および範囲から逸脱することなく形態および詳細にお
いて様々な変更が行なわれ得ることが当業者によって理解されるであろう。
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摘要(译)

用于将个人的心脏健康状况传达给所述个人的系统包括输入设备，该输
入设备可用于输入与个人的健康状况有关的数据以及用于评估心脏健康
状况的相关数据。 一个专家系统，包括一个由多个事实和规则组成的知
识库 和设备。 至少一些相关数据是背景数据，并且至少一些相关数据是
测量数据。
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